
                                                           

 

  

 

令和６年度 事業実施報告 
 

 

 
１ 情報提供事業［5,601,795 円］ 

 情報誌を発行するほか公式ホームページやＳＮＳ（インスタグラム、エックス、フェイ

スブック）により県民に対して文化芸術情報を提供した。 
 

(1) 情報誌発行事業（4,870,625 円）【指定管理事業】 

県内を中心とした文化芸術事業、ホール公演、若手アー 

ティスト（越のルビーアーティスト、若手作家）等の幅広い 

ジャンルの文化芸術活動の情報を県民に提供した。 

・情報誌季刊「ブンカ」年 4回発行 

   Ａ４版 16 ページ 各 5,000 部発行 

    ９３号（ 6/15 発行）、９４号（ 9/15 発行） 

    ９５号（12/15 発行）、９６号（ 3/15 発行） 

 

(2) インターネット情報発信事業（731,170 円）【指定管理事業】 

音楽堂のホームページやＳＮＳなどインターネットを中心とした情報発信を行い、ホー

ル公演や施設の利用促進を図った。 

・ホームページの内容を随時更新し、イベント情報、公演空席照会サービス、施設の空 

き状況ほかチケットのネット購入に対応 
 

(3) 公演広報事業【指定管理事業】 

年間の公演情報を掲載したガイドブックを発行するとともに、フェイスブックや LINE の

新設など新しい媒体を活用し、主催公演の集客を図った。 
 

 

 

 

 

１ 教育普及事業［11,806,296 円］ 

子どもたちに優れた文化芸術に触れる機会を提供したり、セミナーや子どもたちの音楽

鑑賞などを開催したりすることで県の音楽文化の普及啓発を図った。 
 

(1) セミナー実施事業（2,703,750 円）【指定管理事業】 

 ・「福井ジュニア弦楽アンサンブル・セミナー」の実施（別表２） 

   県内で弦楽器を学ぶ児童・生徒・学生がアンサンブルを 

体験し、コミュニティ形成を 実現する場としてセミナーを開催 

対象楽器：ヴァイオリン、チェロ、ヴィオラ、コントラバス 

対象者:(ブルジョンコース）県内在住の小学 1年生から大学生まで 

    (アーブルコース）県内在住の小学３年生から大学生までで 

                          一定レベル以上の技量を有する者 

                          8/30～3/23 計 17 名 

11/24 アウトリーチコンサート＠あさむつ苑 

Ⅰ 文化情報提供事業 ［5,601,795 円］ 
 

情報誌季刊「ブンカ」刊

 

Ⅱ 文化活動促進事業 ［17,784,039 円］ 
 

福井ジュニア 
弦楽アンサンブル・セミナー 

 



 

(2) 未来の音楽人材育成事業（414,143 円）【指定管理事業】 

 音楽活動のレベルを高めたい中学・高校生等に学びの場を提供し、プロの音楽講師によ

る若手人材の育成を図った。 

 ・「ハーモニーアカデミー2024」の開講（別表３） 

   対象者：県内在住の中学生・高校生 

   内 容：「中・高生のための音楽基礎講座」の実施                                              

        主催公演の無料招待、音楽の学習、進路にかかわる個別相談 

オンライン講座 9 回 10/19～3/8 

               上級 11 名、中級 6名、初級 3 名 計 20 名受講 

「Ruby Cafe' ～続けることで見える世界～」開催 3/2 

  講師：仲谷理沙 

 ・「ビジネスパーソンのためのクラシック音楽アカデミー2024」の実施（別表４） 

   対象者：県内のビジネスパーソン 

    6/16 コンサートホールのオルガン～アニバーサリー・イヤーに寄せて～ 

 チョン・ミョンフン指揮 東京フィルハーモニー交響楽団(大ホール)鑑賞  

(小ホール) 参加数 145 名 

       7/30  一流が集うウィーンへの誘い ～通訳者が語るコミュニケーションの極意～ 

(ザ・グランユアーズフクイ) 第 44 回異業種交流会タイアップ 参加数 102 名 

   10/25 ビジネスパーソンのための文化芸術セミナー 

<芸術の都ウィーン>を支えた経済と音楽（福井商工会議所）参加数 49 名 

        

(3) 出張音楽堂開催事業（1,612,887 円）【指定管理事業】 

 豊かな創造性・人間性を育てるため、県内の中学校等へ演奏家を派遣し、中学生が優れ

た芸術を鑑賞する機会を提供した。(別表５) 

  開催回数等 9/13～1/28 14 校実施（総参加者数 2,016 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) インクルーシブプログラム（2,282,737 円）【指定管理事業】 

 共生社会の実現に向けて、心身の障がいや病気の有無、年齢、性別などに関係なく、様々な

違いを認め合い、誰もが同じ環境で一緒に芸術を鑑賞し、体験できる機会を提供した。 

・「出張音楽堂」（再掲） 

対象者：中学校、特別支援学校の生徒 

内 容：各学校に出向き、越のルビーアーティストによる室内楽コンサートの開催 

・「サーカスアウトリーチ」 6/10～12 51 名（別表７） 

  対象者：県立ろう学校、清水・奥越特別支援学校の生徒 

   内 容：医療法人社団オレンジと共催し、医療的ケア児・重度心身障害児を含む障害の

ある子どもたちにサーカスの鑑賞・体験機会を提供 

 
 

 
 出張音楽堂 



                                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「ムーナイトサーカス」【共催】 

医療法人社団オレンジと共催し、プロのサーカスアーティストと医療的ケア児・重度

心身障害児を含む障害のあるアーティストたちとのサーカス公演を開催（別表６） 

・オルガン普及啓発事業（再掲） 

   医療的ケアを要する子どもたちのためのオルガン鑑賞及び体験事業の実施（別表６） 

 

(5) ○新オルガン普及啓発事業（1,598,779 円）【指定管理事業】 

 福井県立音楽堂が誇るパイプオルガンを活用し、コンサートやオルガン体験ツアー等を

開催し、インクルーシブな視点を持った音楽を鑑賞・体験する機会を提供した。 

・親子で楽しむオルガンミニコンサートの開催（別表６）  

   10/19 「みんなで楽しむハーモニー オルガン・ミニコンサート」（大ホール） 

       コンサート、オルガン探検ツアー、楽器体験コーナー 入場者数 503 名 

・オルガンを見て・聞いて・体験しようの実施（対象 園児、小学生低学年）(別表６)  

   10/18 「ハーモニーホールふくい おんがく♡たんけんたい」２回公演（大ホール） 

コンサート、オルガン探検ツアー、楽器体験コーナー 入場者数 332 名 

 ・医療ケアを要する子どもたちのための鑑賞及び体験事業の実施［再掲］ 

6/7  「バリアフリーコンサート～初夏～」2回公演（大ホール）入場者数 47 名 

11/4 「バリアフリーコンサート～秋～」2回公演（大ホール）入場者数 104 名 

 

(6) ○新文化の担い手育成プロジェクト事業（3,194,000 円）【受託事業】 

 子どもたちが文化芸術に触れる多様な機会を創出することにより、豊かな創造力・想像

力や思考力、コミュニケーション能力などの育成につなげた。 

 文化施設活用事業（対象：小学生） 

・ミニコンサート鑑賞会 in ハーモニーホールふくいの開催（年４回）（別表９） 

参加者数 743 名 

・アウトリーチ公演（４回） 参加者数 399 名 

・オーケストラ公演ゲネプロ鑑賞会の開催（１回）参加者数 460 名 

・ホール探検ツアー（ハーモニーホールふくい見学会）の開催（３回）参加者数 193 名 

  

 

２ 活動支援事業［4,296,320 円］ 

地域の文化芸術活動振興を目的として、文化芸術活動に対して後援を行った。 

 

(1) 文化芸術活動後援【財団事業】 

・申請受理件数 57 件 

 
サーカスアウトリーチ 



 

(2) 「ふくい文化友の会」（1,855,201 円）【財団事業】 

 ・公演情報の提供、チケットの先行販売 

 ・「地域文化研修」(文化財、芸術品等の見学、鑑賞)  

11/14 滋賀 佐川美術館、近江八幡方面 参加者数 41 名 
 

(3) 県立音楽堂「ホール開放デー」実施事業（1,491,152 円）【指定管理事業】 

 誰でも自由に発表できる場「みんなのホール」として、音楽堂のホールを無料で開放

し、県民の主体的な活動の場として利用を促進した。（別表６） 

 ・「ハーモニーホールふくいオープンデイズ」の開催 3/29～30 

  内 容：スプリングフェスティバル 3/29～30（大ホール） 

ホール演奏体験 3/26～28（大・小ホール） 

アートツアー 3/29～30（館内）                                  

     楽器体験 3/29～30（錬習室他） 

     オルガンコンサート 3/29（大ホール） 

     越のルビーアーティストコンサート 3/30（大ホール） 
 

(4) ○新文化芸術活動応援企業発掘促進事業（949,967 円）【県受託事業】 

 経済社会の成熟化、価値観の多様化に伴い、急速に変化していく現代ビジネスシーンに

おいて、アート的な思考が不可欠になっていることから、ビジネスマンが文化芸術に触れ、 

アートと経済社会について考える機会を設け、県内企業の企業価値創造につなげるため、

セミナーを福井商工会議所等との共催で開催した。（別表１０） 

・ビジネスパーソンのための文化芸術セミナーの開催（３回）参加者 100 名 

文化芸術の教養を身に付けるための講演、ミニコンサート（越のルビーアーティスト） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ スタッフ育成・活用事業［1,681,423 円］ 

県立音楽堂に対する関心と愛着を高め、館のＰＲや業務の支援をしてもらうボランティア

を設置するとともに、来館者に快適かつ安全にコンサートを楽しんでもらうため、座席案

内や緊急時の避難誘導などを行うレセプショニストを設置活用した。 

また、舞台技術者を養成するため、照明や音響の実践講座を実施した。 
 

(1) ボランティア（ホールサポーター）設置（144,768 円）【指定管理事業】 

・登録人員 31 名 
 

(2) レセプショニスト設置【指定管理事業】 

・登録人員 52 名  研修日 3/30、31 
 

(3) ○新舞台技術者養成（1,536,655 円）【指定管理事業】 

・舞台技術者養成講座実施（別表６） 

12/8 開講式・入門講座（総論）、照明講座 

2/16 音響講座 

3/28 実践編 オープンデイズ予習会 

3/29～30 オープンデイズ・閉講式 

 
レセプショニスト活動 

講演 ミニコンサート 

 
オルガン体験 



                                                           

 

 

 

 
１ 音楽公演事業［237,117,907 円］ 

音楽を中心とした文化芸術振興の先導的かつ中心的な役割を果たすため、優れた音楽公

演を開催した。 

 

(1) ホール公演事業（102,761,188 円）【指定管理事業】  

・公演開催実績 32 公演（事業）（別表６） 
 

(2) ○新ウィーン・フィルハーモニー公演開催事業（120,645,576 円）【指定管理事業】 

 世界２大楽団の１つであるウィーン・フィルハーモニー管弦楽団の国内公演を福井県立

音楽堂への誘致が実現したことから、超一流の音楽公演を通して、県民の音楽文化の意識

の高揚を図るともに、新幹線開業の契機として、本県を世界に発信し、知名度アップに貢

献した。 

 【特別鑑賞型】（世界トップレベルの超一流公演）（別表６） 

  ・ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団公演 11/10（大ホール）入場者 1,446 名 

  ・フィルハーモニクス ウィーン＝ベルリン（嶺南アウトリーチ）公演 

12/13（美浜町生涯学習センター「なびあす」） 入場者 430 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

(3) ○新世界的なオーケストラ公演誘致地域活性化事業（12,487,000 円）【県受託事業】 

 ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団による県立音楽堂での公演に合わせ、「ウィーン・

イヤー２９１」として、東京や県内各地でのＰＲやイベント実施により、ウィーン・フィ

ル公演による県外富裕層の誘客強化、県内での機運醸成を図り、地域活性化につなげた。 

                                    (別表 1) 

・5/22(水) 公演 東京でのウィーン・フィル公演等のＰＲ活動（ホテル雅叙園東京） 

・5/30(木) 公演 ウィーン少年合唱団（ハーモニーホールふくい） 
・6/28(金) 公演 ヤメン・サーディ ヴァイオリンリサイタル（ハーモニーホールふくい） 

・7/30(火) 異業種交流会 「一流が集うウィーンへの誘い」（ザ・グランユアーズフクイ） 

・10/2(水)～8(火) 菓子フェア｜「ウィーンの伝統菓子フェア in 西武福井店」 

・10/24(木) 講座 ブンカさろんタイアップ企画（ハーモニーホールふくい） 

・10/25(金) 講座 ビジネスパーソンのための文化芸術セミナー（福井商工会議所） 

・11/10(日) 講座 青少年プログラム＆公開リハーサル（ハーモニーホールふくい） 

・11/10(日) 歓迎レセプション（ザ・グランユアーズフクイ） 

・県外富裕層向けに本公演と観光地・食を組み合わせたプレミア旅行商品の企画・販売 

 

Ⅲ 公演事業 ［237,117,907 円］ 

  
ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団公演 フィルハーモニクス ウィーン=ベルリン公演 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

(4) ○新国際音楽交歓コンサート開催事業（1,224,143 円）【県受託事業】 

 長年、地方での音楽普及や国際間・地域間の交流を図り、文化国際交流を通じた地域創

生を担ってきた（公社）国際音楽交流協会との共催で、一流の国際的音楽家によるクラシ

ックコンサートを開催し、県民が一流の音楽に親しむ機会を提供し、文化国際交流の機運

醸成を図った。 

 ・ヴァイオリン、チェロ、ピアノ、声楽等によるコンサートの開催（別表６） 

「国際音楽交換コンサート 2024」 10/3（小ホール）入場者数 203 名 

 

２ クリニック等開催事業 

 公演事業で国内外から一流アーティストが来福する機会をとらえ、県民が直接指導を受

けられるクリニックや、アウトリーチコンサート等を実施した。 

 

(1) クリニック、アウトリーチ開催事業【指定管理事業】（別表７） 
 

３ オーディション開催事業 

 「越のルビーアーティストバンク」に登録するためのオーディションや「若い芽コンサ

ート」に出演する中学生・高校生を選定するオーディションを開催した。 
 

(1) オーディション開催事業【指定管理事業】（別表８） 
・開催実績   ①「若い芽コンサート」出演オーディション（2/23） 

② 越のルビーアーティストバンク登録オーディション（2/23） 

 

  
  
 

１ 野の花文化賞顕彰事業［769,975 円］ 

ふるさと文化を継承し、これを支えて努力している人や地域社会の中で個性豊かな生活

文化の創造と普及のため地道な活動を続けている人を顕彰した。 

 

(1) 野の花文化賞（隔年実施）（769,975 円）【財団事業】 

  ・第２６回「野の花文化賞」表彰（3/27 表彰式） 

  （表彰者） 

    きたひの歴史セミナー（越前市） 

    齊藤 信一（福井市） 

    豊婦人福祉協議会（鯖江市） 

 

 

 

 

 Ⅳ 地域文化発掘継承事業 ［769,975 円］ 
 

きたひの歴史セミナー 齊藤 信一  豊婦人福祉協議会 

歓迎レセプション 菓子フェア 



                                                           

 

 

  
 

１ 音楽を活用したまちづくり推進事業［17,149,301 円］ 

日常の生活の中で、文化芸術に触れる機会を創出するため、県・市町・事業団および協

力団体等が協働して音楽にあふれるまちづくりを推進した。 

 
(1) 音楽を活用したまちづくり推進事業（3,346,169 円）【県受託事業】 

音楽によるまちづくり実績のある民間企業の運営協力・ノウハウを得ながら、まちなかで

いつでも音楽が聞こえる街づくりを推進した。（別表１１） 

・市町ホールを拠点とする音楽サークルの運営支援 

鯖江市：吹奏楽、越前市：打楽器＆サックス（ラテン音楽）、美浜町：軽音楽、 

若狭町：ウクレレ、永平寺町：クラシックギター、小浜市：フルート、 

坂井市：アコースティックギター 

 ・全県下の婦人会の推進員による音楽を始めたいアマチュアプレーヤーの掘り起こしと 

身近なグループづくり（仲間づくり）を支援  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) みんなのまちなかステージ設置支援事業（13,803,132 円）【県受託事業】 

 まちなかで誰もがダンス、演劇、アートなど、様々なジャンルの文化芸術活動を発表で

きる簡易なステージを開放する民間の活動を支援し、気軽に文化芸術に触れる機会を増や

した。（別表１１） 

 ・「まちなかステージ」の設置・運営 

  令和３～５年度に設置した福井市、敦賀市、大野市、あわら市、越前市、勝山市に 

加え、坂井市、おおい町に新たに設置 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 Ⅴ 音楽のまちづくり推進事業 ［17,149,301 円］ 

音楽サークルの様子 ハーモニーホールふくいオープンデイズでの発表の様子 

坂井市の様子 おおい町の様子 



 

        
 
 

１ 芸術文化アドバイザー設置事業［8,225,315 円］ 

県内を拠点に活動する文化芸術団体等に助言を行う外部専門家「芸術文化アドバイザ

ー」を設置し、助言等を得ることで、県内の文化芸術のレベルアップや活動の裾野拡大、

まちづくりを推進した。 

 

(1) 芸術文化アドバイザー設置事業（8,225,315 円）【県受託事業】 

・アート、デザイン、演劇など各分野の専門家を「芸術文化アドバイザー」として委嘱 

・文化芸術団体等の要望に応じた「芸術文化アドバイザー」の派遣（相談・助言） 

・専門人材配置による活動支援  
 

 

２ アートプロジェクト支援事業［28,510,011 円］ 

県内アーティストや文化芸術団体の活動を広く発信し、活動機会の拡大を図るなど側面

支援を行った。 

また、アートを活用した地域振興プロジェクトを実施する団体の活動支援を行い、アー

トによる地域活性化を図った。 

さらに、県から委嘱された地域おこし協力隊と協働して、県内の文化芸術活動の課題解

決に向けた伴走支援を実施した。 

 
(1) アートプロジェクト支援事業（28,510,011 円）【県受託事業】（別表１２） 

・文化芸術活動者相互の交流を図る交流会・スキルアップ研修会の開催 

    6/15  キックオフミーティング（あさみゅーホール） 

   12/8 文化芸術ミーティング 2024（市民プラザたけふ） 

       研修会、パネルディスカッション、グループワーク 

    3/9 成果報告会（福井市地域交流プラザ） 

・アートプロジェクト（アートを活用した地域の魅力向上・地域課題解決）の支援 

（助成金を 33 団体に支給） 

・次年度のアートプロジェクト支援事業助成金の応募に向けた個別相談会の開催、 

県内で文化芸術活動を行う個人や団体の活動の課題解決に向けた伴走支援の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ アートによる賑わい創出事業 ［37,159,697 円］ 

アーティスト・イン・レジデンスと学校へのアウトリーチ 成果発表会の様子 



                                                           

 

３ 文化芸術プロジェクト事業［424,371 円］ 

優れた文化芸術を地域住民が身近に接する機会を提供するとともに、県立音楽堂のオー

プンスペースで気軽に文化芸術に触れられる機会を創出した。 

 
(1)「熊川宿若狭芸術祭」開催事業【実行委員会事業】 

国内外からアーティスト等を招聘し、地域住民に優れた文化芸術を身近に接する機会を

提供するとともに、滞在するアーティストが地域の歴史・文化をもとにした創造的な表現

活動を通じて広く発信するため「熊川宿若狭芸術祭」を開催した。 
 

会  期：令和 6年 8月 20 日（火）～11 月 20 日（水） 

主な会場：熊川宿若狭美術館、パレア若狭 

主  催：熊川宿若狭芸術祭実行委員会（（公財）福井県文化振興事業団、（特非）若狭 

美＆Bネット、若狭熊川宿まちづくり特別委員会、県、若狭町 ） 
 

・臨場＝プロセス公開とコミュニケーション 

～千原真実 堀内悠希 柴山信宏 小林雅代 長谷光城～ 

   日 時：令和 6年 8月 20 日（火） 

～8月 29 日（木）  

   場 所：熊川宿若狭美術館  

   来場者：延べ 875 名 
 

 

 

 

・臨場・千原真実・堀内悠希・柴山信宏・小林雅代・長谷光城・展 

    日 時：令和 6年 8月 31 日（土）～9月 30 日（月）  

    場 所：熊川宿若狭美術館  

    来場者：延べ 1,575 名 
 

・近藤薫と仲間たちによるおむすびコンサート 

    日 時：令和 6年 9月 23 日（月・祝）  

    場 所：パレア若狭、熊川宿若狭美術館  

    観覧者：212 名（パレア）、55名（美術館） 
 

・おむすびコンサート －アウトリーチ 

    日 時：令和 6年 9月 24 日（火）  

    場 所：熊川小学校、町内デイサービスセンター 

    観覧者：55 名 
 

・子ども美術制作公開 

    日 時：令和 6年 8月 23 日（金）、9月 6 日（金）、9 月 13 日（金）  

    場 所：若狭町立の７保育園 

    観覧者：延べ 275 名 
 

・奈良女子大学ドローイング・ワークショップ  

    日 時：令和 6年 8月 25 日（日）  

    場 所：熊川宿若狭美術館、若狭町各地  

    観覧者：52 名 
 

 

・東極の磁場 in WAKASA 2024 

    日 時：令和 6年 10 月 5日（土）～11月 11 日（月） 

    場 所：熊川宿若狭美術館  

観覧者：延べ 1,906 名 



 

(2) ○新絵画展開催事業（424,371 円）【財団事業】  

 県立音楽堂の２階展示ギャラリーにおいて、事業団が寄託を受けた、福井県出身の著名

な日本画家である米谷清和氏の絵画を展示する作品展を開催した。（別表６） 

 ・5/30 オープニングセレモニー・ギャラリートーク 参加者数 40 名 

・6/1～30 「米谷清和－音と情景」 展示：寄託絵画 10 点  

   以降、主催公演開催時に一般開放 

・8/11「親子で楽しむ アート鑑賞ワークショップ」（展示ギャラリー）参加者数 9 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


























